
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【江別市の平均正答率】

「授業の中で目標（めあて・ねらい）を示す活動を
計画的に取り入れた」と回答した学校の割合が、
全国及び全道を上回っている。

○ ○

全教職員の共通理解の下、「学習のきまり」に
基づいた指導を行い、すべての授業において
学習規律の徹底を図ったことにより、各学校
の児童が落ち着いて学習に取り組むことがで
きていると考えられる。

各学校で、授業の中で目標（めあて・ねらい）
を示す活動を計画的に取り入れたことにより、
学習意欲の向上や学習内容の確実な定着に
つながっていると考えられる。

○
児童質問紙

○

○ 算数Ａでは、全国を上回っている。

「自分の考えを発表する機会が与えられている」と
回答した児童の割合が、全国及び全道を上回って
いる。

教　　　科

「授業中、私語が少なく落ち着いている」と回答し
た学校の割合が、全国及び全道を上回っている。

江別市

自分の考えを発表する機会が与えられている
と回答する児童が多いことから、自分の考え
を整理し、分かりやすく説明するなど、思考力
や表現力が身に付いてきていると考えられ、
その結果、「話すこと・聞くこと」で全国を上
回ったと考えられる。

算数A 算数B

77.757.772.5

◎

◎

◎ 全学校・全学級への電子黒板の配置やデジタル教科書の整備など、学校のＩＣＴ環境の充実

教職員セミナー（夏期・冬期）や小学校外国語活動研修会など、研修事業の実施

学校改善プランについてのヒアリング及び指導助言

ＴＴによる指導や放課後・長期休業中の補充的な学習サポートなど、学習支援の充実◎

47.2

44.5

【江別市の学力向上策】

57.8 77.6

学校質問紙

算数Ａ・Ｂともに、すべての領域で全道を上回り、
「数量関係」で全国を上回っている。

○

国語Ａ・Ｂともに、すべての領域で全道を上回り、
「話すこと・聞くこと」で全国を上回っている。

○

○

○

■江別市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：18、児童数：960名）

【教科全体の状況】

【分析】

　【児童質問紙調査】 　【学校質問紙調査】　 【学校質問紙調査】

75.356.071.0全道

全国 72.9

46.5

国語A 国語B
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江別市内小学校

北海道（公立）

全国（公立）
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68.7 
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1.8 
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【江別市の平均正答率】

教職員セミナー（夏期・冬期）など、研修事業の実施

○

ＴＴによる指導や放課後・長期休業中の補充的な学習サポートなど、学習支援の充実

学校改善プランについてのヒアリング及び指導助言

生徒質問紙

学校質問紙

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
る」と回答した生徒の割合が、全国及び全道を上
回っている。

◎

◎

○ 「授業の最後に学習したことを振り返る活動を計画
的に取り入れた」と回答した学校の割合が、全国
及び全道を上回っている。

◎

【江別市の学力向上策】
◎

○

○ 数学Ａ・Ｂともに、「関数」で全国及び全道を上回っ
ている。

国語Ｂでは、「書くこと」、「読むこと」で全道を上
回っている。

「授業中、私語が少なく落ち着いている」と回答し
た学校の割合が、全国及び全道を上回っている。

全学校・全学級への電子黒板の配置やデジタル教科書の整備など、学校のＩＣＴ環境の充実

■江別市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：8、生徒数：1011名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

○

○

　【生徒質問紙調査】 　【学校質問紙調査】

国語A

○

教　　　科

○

国語B 数学A 数学B

66.5 62.2 44.1

65.0 61.8 43.3

65.4 62.1 43.9江別市 74.7

全道 75.1

全国 75.6
   【学校質問紙調査】

市の学力向上策に基づき、各学校で、放課後
を利用した補充的な学習サポートを実施した
ことにより、「先生は、授業やテストで間違えた
ところや、理解していないところについて、分
かるまで教えてくれる」と回答した生徒の割合
が高くなっていると考えられる。

○ 全教職員の共通理解の下、「学習のきまり」に
基づいた指導を行い、すべての授業において
学習規律の徹底を図ったことにより、各学校
の生徒が落ち着いて学習に取り組むことがで
きていると考えられる。

国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂでは、全道を上回ってい
る。

国語Ａでは、「書くこと」で全国を上回っている。

各学校で、授業の最後に学習したことを振り
返る活動を計画的に取り入れたことにより、基
礎・基本の確実な定着につながったと考えら
れる。
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